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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  
 
 
<

金
一
封>

 

三
上 

ま
り
子
様(

秋
喜
新
町)

 

 
 
 
 

 
(

故)
 

夫 

一
治
さ
ん 

六
十
六
歳 

 
 
 
<

金
一
封>

 
 

徳
田 

陽
子
様 

(

福
光)

 

 
 
 
 

 
(

故)
 

夫 

賢
治
さ
ん 

六
十
二
歳 

 
 
 
<

金
一
封>

 
 

河
本 

賢
治
様
（
福
光
） 

 
 
 
 

 
(

故)
 

母 

葉
子
さ
ん 

八
十
九
歳 

 
 
 
<

金
一
封>

 
 

前
田 

賢
様
（
大
谷
） 

 
 
 
 
 
 
(

故)
 

母 

須
美
子
さ
ん 

九
十
六
歳 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て 

倉吉の山を歩いてみませんか？ 

           （打 吹 山） 

 ☆期 日  10月9日（火） 

 ☆時 間  9時30分～ 

 ☆集合場所 社公民館 

 ☆持ち物  タオル・飲み物 

         登山用ストック 

地区外編  

社地区文化祭のお知らせ 
 実りの秋がやってきました。芸術の秋ですね。社地区の文化祭を開催し
ます。 

 ☆期 日  1１月１０日（日） 
 ☆時 間  ９時～15時 

 ☆場 所  社公民館 

 ☆内 容  ★社地区住民による作品の展示 

          (保育園・小学生の展示もあります。） 
         ★大谷茶屋有志による餅つき 

         ★販売・物づくり体験コーナー 

     （ハーバリウム、七宝焼きキーホルダー、豚汁等） 
      ※詳しくは、11月に配布するチラシをご覧下さい。 

        たくさんの方のご来場をお待ちしております。 

 

九
月
十
日
火
曜
日
、
倉
吉
市
鴨
河
内
の

上
小
鴨
神
社
裏
の
登
山
口
よ
り
、
十
名
で

愛
宕
山
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。 

 

登
山
道
は
、
と
り
あ
え
ず
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
釜
本
隊
長
を
先
頭
に
一
列
に

な
り
進
み
ま
し
た
。 

 

「
行
き
は
よ
い
よ
い
、
帰
り
は
怖
い
」

で
、
こ
の
急
な
赤
土
の
所
を
降
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
、
と
て
も
不
安
に

な
る
山
道
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
頂
上
に
着
き
日
本
海
を
望
む

景
色
は
心
洗
わ
れ
る
よ
う
に
、
気
持
ち
よ

か
っ
た
で
す
。 

 

み
ん
な
が
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
な
く
、

登
山
が
で
き
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ま
は
、
写
真
に
て
こ
の
景
色
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

上
小
鴨 

 
 

 
 

愛
宕
山 

   あれから60年  伊勢湾台風の爪痕 パネル展  社公民館ホールにて 

介護予防教室 

   ～食事を考える 

          調理実習～ 

☆日時 10月31日(木）10:00 

☆場所 社公民館 

☆持ち物 三角巾 

主催 社食生活改善推進委員 

 



☆
次
回
、
社
句
会
は
、
十
月
七
日(

月) 
 

 
 

 

午
後
二
時
よ
り
社
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
。 

 
399 

259 

「
巻
く
」 

次
の
課
題
は
「
耳
」
「
む
か
む
か
」
の
二
題
で
す
。 

十
月
十
五
日(

火)

ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。 

十
月
十
八
日(

金)

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
川
柳
会 

を
し
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  公民館主催事業より  
｢

公
民
館
事
業
へ
の
参
加｣

 

No.340 

 
 

河
本 

悦
子 

(

横
田)

 

 
 

 

 

昨
年
十
月
に
父
を
見
送
り
、

ぽ
っ
か
り
と
大
き
な
穴
が
あ
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
近
公
民

館
事
業
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う

よ
う
に
な
り
、
懐
か
し
い
友
達

に
会
え
、
若
か
り
し
日
々
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
ま
た

地
域
の
皆
様
と
知
り
合
い
、
笑

う
事
も
多
く
楽
し
く
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

あ
ま
り
行
く
こ
と
の
出
来
な

い
若
桜
方
面
へ
の
視
察
に
参
加

し
、
日
本
三
大
投
入
堂
に
数
え

ら
れ
る
岩
屋
堂
の
前
に
立
ち
感

動
し
ま
し
た
。
先
日
の
認
知
予

防
に
つ
い
て
の
教
室
で
は
、
手

足
の
動
き
と
頭
の
中
で
考
え
て 

る
事
と
が
う
ま
く
い
か
ず
大
笑

い
の
中
、
失
敗
も
成
功
の
う
ち
。 

 

八
月
の
町
探
検
で
は
、
因
幡

伯
耆
國
開
運
八
社
の
の
う
ち
、

地
元
の
福
富
神
社
、
福
積
神
社

に
お
参
り
し
福
が
訪
れ
る
事
を

願
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

七
十
歳
を
超
え
た
今
、
夫
と

の
共
通
の
話
題
も
増
え
、
楽
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参

加
し
、
見
聞
を
広
げ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

次
回
は
山
下
芳
美
さ
ん
（
西

福
守
町
）
で
す
。 

 
令
和
元
年
度
社
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

残
暑
の
続
く
八
月
二
十

五
日
日
曜
日
に
倉
吉
農

業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
は
、
市
民
体
育
大

会
予
選
の
部
、
親
睦
の
部

併
せ
て
十
四
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
予

選
の
部
は
国
府
チ
ー
ム
、

親
睦
の
部
は
昨
年
に
引

き
続
き
秋
喜
新
町
チ
ー

ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。 

 

結
果
は
、
市
民
体
育
大

会
予
選
の
部
▽
一
位
・
国

府
▽
二
位
・
大
谷
茶
屋 

 

親
睦
の
部
▽
一
位
・
秋
喜

新
町
▽
二
位
・
国
分
寺 

▽
三
位
・
不
入
岡
、
和
田

東
町 

秋
喜
新
町
（
親
睦
の
部
） 

 
 

 
 

 
 

 

二
年
連
続
優
勝 

 

 

福
祉
協
力
員
茶
話
会
が
八
月
二
十
七
日
火

曜
日
、
十
七
名
の
参
加
で
、
社
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。 

 

基
に
な
る
器
に
位
置
と
方
向
を
考
え
シ
ー
ル

を
選
び
、
出
来
上
が
り
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

先
生
を
中
心
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
取
り

組
み
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
世
界
に
一
つ
だ

け
の
作
品
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

西
村
則
子 

曲
げ
わ
っ
ぱ
つ
く
り 

 

公
民
館
主
催
事
業
で
、
八
月

二
十
三
日
金
曜
日
、 

智
頭
農
林

高
校
へ
十
九
名
で
曲
げ
わ
っ
ぱ
作

り
に
い
き
ま
し
た
。 

 
 

 

出来あがった曲げわっぱ 

   

 

九
月
十
八
日
水
曜
日
に
倉
吉
市
公
民

館
研
究
指
定
事
業
を
谷
口
瑞
樹
さ
ん

（
大
谷
）
を
講
師
に
社
公
民
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。 

 

四
王
寺
山
は
、
古
代
か
ら
今
日
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
国
か

ら
地
方
へ
、
地
方
か
ら
地
元
へ
と
引
き

継
が
れ
、
四
王
寺
建
立
か
ら
、
今
日
ま

で
千
百
五
二
年
。 

 

愛
称
「
し
ほ
っ
つ
あ
ん
」
と
呼
ん
で
地
元

は
元
よ
り
、
伯
耆
国
の
寺
院
と
し
て
多

く
の
民
衆
に
護
ら
れ
、
国
と
民
衆
の
安

泰
を
見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
美
し
い
自
然
豊
か
な
四
王
寺
山
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
伯
耆
国
の
寺

院
と
し
て
末
永
く
保
存
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。 

しおっつあん～   

     四王寺山物語 

を
ち
こ
ち
に
追
ふ
つ
も
り
無
き
ば
っ
た
跳
ぶ  

じ
り
じ
り
と
残
暑
の
午
後
に
一
人
居
を 

 
  

躓
け
る
如
く
よ
ぎ
り
し
秋
の
蝶 

 
 

 
 

 

供
華
と
せ
む
桔
梗
の
蕾
ふ
く
ら
み
ぬ 

 
   

木
彫
り
師
の
彫
り
の
手
休
め
虫
の
夜 

 
 

  

青
鷺
や
甍
の
風
に
羽
づ
く
ろ
ひ 

 
 

 
   

(

九
月
の
歳
時
記
よ
り
・
・
・
・
西
尾 

良
子
選
） 

今
の
こ
と
す
ぐ
に
忘
れ
て
そ
ぞ
ろ
寒 

 
 

  
 

 

道
迷
ひ
菌
ど
こ
ろ
で
無
く
な
り
し 

 
 

 
 

つ
ま
づ 

く
げ 

き
き
ょ
う 

つ
ぼ
み 

あ
お
さ
ぎ 

い
ら
か 

き
の
こ 

吉
田
や
す
子 

早
田 

圭
吾 

村
本
普
喜
子 

伊
藤
一
七
子 

永
見 

松
明 

西
尾 

良
子 

  

今
井
千
鶴
子 

 
 

伊
関
み
ぎ
わ 

    

 
  

 
 

緑 

け
い
こ 

佳
代
子 

義
ち
ゃ
ん 

 
 

 
 

吹 
苑 

み
え
こ 

理 

子 

哲 

夫 

雄 

大 

シ
ゲ
ヨ 

 

正 

す
み
れ 

か
ず
え 

   あれから６０年 

 伊勢湾台風の爪痕   

 天神川流域パネル展 

 

☆日時 10月7日～11日 

       9時～17時 

☆場所 社公民館にて 

 

災害の備えを、もう一度 

考えてみませんか？ 

 『ポーセラーツ』 
         に挑戦 

           

カ
ー
ル
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
洒
落
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

 

ね
じ
弛
む
巻
い
て
く
れ
る
人
い
な
い
か 

下
向
い
て
ち
ょ
っ
と
余
所
見
で
足
捲
く
る 

巻
き
つ
い
て
覆
う
ご
ず
ぼ
が
目
に
余
る 

好
き
だ
け
ど
煙
に
巻
い
て
逃
げ
て
来
た 

役
終
え
て
ね
じ
巻
き
時
計
納
屋
の
隅 

ネ
ジ
を
巻
く
母
さ
ん
少
し
お
疲
れ
だ 

一
億
が
鉢
巻
き
し
め
た
時
も
あ
り 

ゼ
ン
マ
イ
は
弛
む
脳
味
噌
腐
り
だ
す 

巻
き
返
し
入
閣
な
る
か
気
が
揉
め
る 

美
辞
麗
句
並
べ
立
て
て
は
ケ
ム
に
巻
く 

さ
あ
や
る
ぞ
不
安
の
錨
巻
き
上
げ
る 

水
害
の
捩
じ
り
鉢
巻
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

＊
地
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


